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　９月９日は「救急の日」、この日を含む１週間は「救
急医療週間」です。これに先立ち市消防本部は、救急
業務や救急医療に対する理解と認識を深めてもらう取
り組みとして、９月６日にＡＥＤ講習会を市内ショッ
ピングモールで行いました。
　買い物に訪れた人も足を止めて消防署員の説明に聞
き入り、心臓マッサージ、人工呼吸、機器の操作方法
などの実演にも積極的に参加していました。
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　平成１９年度の決算がまとまりました。 
　決算は、自治体の予算執行や財政運営を明らかに
するもので、自治体の家計簿といえるものです。 
　市民の皆さんからいただいた大切な税金や国や県
からの補助金、交付税などがどのくらい入り、どの
ように使われたのかを見てみましょう。

歳　出
228億

6,727万円

歳　入
241億

2,918万円

【民生費の主な事業】
・児童福祉事業（保育事業）
　　（10億2,655万円）
・心身障害者(児)等福祉援護事業
　　（9億2,512万円）

【土木費の主な事業】
・道路新設改良事業
　　（3億4,667万円）
・河川等改修事業
　　（2億6,819万円）

【総務費の主な事業】
・地域振興基金積立事業
　　（3億2,846万円）

65億5,716万円
（28.7％）

65億5,716万円
（28.7％）

民生費

38億1,021万円
（16.7％）

38億1,021万円
（16.7％）

土木費

32億3,730万円
（14.2％）

32億3,730万円
（14.2％）

総務費

28億9,643万円
（12.7％）

28億9,643万円
（12.7％）

教育費

28億2,354万円
（12.3％）

15億4,352万円
（6.7％）

28億2,354万円
（12.3％）

公債費

衛生費
15億4,352万円
（6.7％）

消防費

その他

9億8,896万円（4.3％）

10億1,015万円
（4.4％）

10億1,015万円
（4.4％）

【消防費の主な事業】
・消防自動車整備事業
　　（7,284万円）

【衛生費の主な事業】
・環境衛生事業
　（ごみ処理など）
（8億2,396万円）

【教育費の主な事業】
・少人数学級編制事業
　　（1億2,117万円）
・学校給食センター調理業務等
　　（5億4,373万円）

117億5,007万円
（48.7％）

117億5,007万円
（48.7％）

市　税

・国から地方への税源移譲や定
　率減税の廃止により、個人市
　民税が増加しました。
・大規模な倉庫、店舗などが新
　築・増築されたため、固定資
　産税が増加しました。

33億4,900万円
（13.9％）

33億4,900万円
（13.9％）

地方交付税

28億9,850万円
（12.0％）

28億9,850万円
（12.0％）

国・県支出金

17億3,999万円
（7.2％）

13億5,720万円
（5.6％）

17億1,137万円
（7.1％）

17億3,999万円
（7.2％）

市　債

その他
6億9,868万円
（2.9％）

6億9,868万円
（2.9％）

負担金・使用料
6億2,437万円
（2.6％）

6億2,437万円
（2.6％）

繰越金
13億5,720万円
（5.6％）

・税源移譲に伴い、所得
　譲与税（税源移譲が行
　われるまでの代替措置）
　が廃止されたことによ
　り、減少しました。

・税収の伸びにより、
　減少しました。

譲与税・交付金
17億1,137万円
（7.1％）

歳　出　の　内　容 市民１人当たり

民　生　費 高齢者の方や障害のある方の援助や子育て支援などに使ったお金 75 , 0 0 7円

土　木　費 道路、河川、公園の整備や市営住宅などに使ったお金 43 , 5 8 4円

総　務　費 市の全般的な事務や交通安全、コミュニティ事業、選挙などに使ったお金　 37 , 0 3 1円

教　育　費 小・中学校や図書館、公民館の運営、生涯学習、文化財保護などに使ったお金 33 , 1 3 2円

公　債　費 市の借金を支払うために使ったお金 32 , 2 9 8円

衛　生　費 市民の皆さんの健康増進やごみ処理などに使ったお金 17 , 6 5 6円

消　防　費 消防や防災など市民の皆さんの安全を守るために使ったお金 11 , 5 5 5円

そ　の　他 農業費、労働費、商工費など 11 , 3 1 3円

合　　　計 本年度歳出総額　228億6,727万円（前年度比△2.1％）　 26 1 , 5 7 6円
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平成19年9月に開設した下忍学童保育室

歳　出
228億

6,727万円

歳　入
241億

2,918万円

【民生費の主な事業】
・児童福祉事業（保育事業）
　　（10億2,655万円）
・心身障害者(児)等福祉援護事業
　　（9億2,512万円）

【土木費の主な事業】
・道路新設改良事業
　　（3億4,667万円）
・河川等改修事業
　　（2億6,819万円）

【総務費の主な事業】
・地域振興基金積立事業
　　（3億2,846万円）

65億5,716万円
（28.7％）

65億5,716万円
（28.7％）

民生費

38億1,021万円
（16.7％）

38億1,021万円
（16.7％）

土木費

32億3,730万円
（14.2％）

32億3,730万円
（14.2％）

総務費

28億9,643万円
（12.7％）

28億9,643万円
（12.7％）

教育費

28億2,354万円
（12.3％）

15億4,352万円
（6.7％）

28億2,354万円
（12.3％）

公債費

衛生費
15億4,352万円
（6.7％）

消防費

その他

9億8,896万円（4.3％）

10億1,015万円
（4.4％）

10億1,015万円
（4.4％）

【消防費の主な事業】
・消防自動車整備事業
　　（7,284万円）

【衛生費の主な事業】
・環境衛生事業
　（ごみ処理など）
（8億2,396万円）

【教育費の主な事業】
・少人数学級編制事業
　　（1億2,117万円）
・学校給食センター調理業務等
　　（5億4,373万円）

117億5,007万円
（48.7％）

117億5,007万円
（48.7％）

市　税

・国から地方への税源移譲や定
　率減税の廃止により、個人市
　民税が増加しました。
・大規模な倉庫、店舗などが新
　築・増築されたため、固定資
　産税が増加しました。

33億4,900万円
（13.9％）

33億4,900万円
（13.9％）

地方交付税

28億9,850万円
（12.0％）

28億9,850万円
（12.0％）

国・県支出金

17億3,999万円
（7.2％）

13億5,720万円
（5.6％）

17億1,137万円
（7.1％）

17億3,999万円
（7.2％）

市　債

その他
6億9,868万円
（2.9％）

6億9,868万円
（2.9％）

負担金・使用料
6億2,437万円
（2.6％）

6億2,437万円
（2.6％）

繰越金
13億5,720万円
（5.6％）

・税源移譲に伴い、所得
　譲与税（税源移譲が行
　われるまでの代替措置）
　が廃止されたことによ
　り、減少しました。

・税収の伸びにより、
　減少しました。

譲与税・交付金
17億1,137万円
（7.1％）

※市ホームページにも決算状況を掲載しましたのでご覧ください。

歳　入　の　内　容 市民１人当たり

市　　　税 市民の皆さんからいただいた税金（住民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税など） 1 3 4 , 4 0 8円

地方交付税 自治体間にある財政力の格差を是正するため、国から交付されたお金 38 , 3 0 9円

国・県支出金 国や県が負担すべきものや特定の事業に対する補助として交付されたお金　 33 , 1 5 5円

市　　　債 大きい事業などを行うために借り入れたお金 19 , 9 0 4円

譲与税・交付金 国や県から譲与・交付されたお金 19 , 5 7 6円

繰　越　金 前年度の決算上余ったお金 15 , 5 2 5円

負担金・使用料 サービスを受けた方からいただいたお金 7 , 1 4 2円

そ　の　他 財産収入、諸収入、寄附金など 7 , 9 9 2円

合　　　計 本年度歳入総額　241億2,918万円（前年度比△2.4％）　 27 6 , 0 1 1円
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行田市の財政診断

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額うち一般会計からの繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 ８２億７, ０８３万円 ４億６, ５６２万円 ８１億９, ８３２万円 １億６, ２５１万円

下 水 道 事 業 ３１億２, ７０２万円 １４億１, ０００万円 ３０億６, ４７９万円 ６, ２２３万円

交 通 災 害 共 済 事 業 ２, ９７５万円 ー ２, １３３万円 ８４２万円

老 人 保 健 事 業 ６２億３, ８８２万円 ４億８, ４５４万円 ６１億１, ４３２万円 １億２, ４５０万円

長野土地区画整理事業 １億３, ９７６万円 １億２, ０００万円 １億２, ５１７万円 １, ４５９万円

介 護 保 険 事 業 ３９億３, ６１７万円 ５億５, ０００万円 ３８億３, ９８７万円 　９, ６３０万円

南河原地区簡易水道事業 １億６, ６７９万円 ４, ６００万円 １億２, ７７２万円 ３, ７４０万円

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源（南河原地区簡易水道事業は、167万円の繰越額があります）を控除した実質的な　
　翌年度への繰越額です。

　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国の法律や市の
条例によって設けることができる会計制度です。

特別会計

　自治体の財政破たんを未然に防ぐため、財政健全化法が本年４月から施行されました。この法律の
趣旨は、自治体の財政の健全化を判断するための指標を算定することにより、財政状況が悪化してい
る自治体に対し、国が早期の関与を行い、財政の健全化を図ろうとするものです。 
　健全化判断比率については、市の一般会計や特別会計だけでなく、公営企業会計（水道事業など）
や市の出資法人、市が加入する組合に係る市の負担額も含めて算定が行われています。 
　本年度については、健全化判断比率の算定、議会報告、公表が義務付けられていますが、来年度か
らは、法律が全面施行されることにより、健全化判断比率の算定結果が、国が定める「早期健全化基
準」や「財政再生基準」を超えた場合には、財政健全化計画の策定や地方債の制限が課されるなどの
措置が行われることとなります。 
　本市の平成19年度決算に基づく健全化判断比率の算定結果は、次のとおりですが、いずれの比率
も「早期健全化基準」を大きく下回っていて、財政の健全性を保っていることが分かります。 
　今後においても、引き続き努力をすることにより、財政の健全化を図ってまいります。

※標準財政規模…自治体が標準的な状態で、通常収入される財源の規模

実質赤字比率 ー
○一般会計を対象とした実質赤字の標準　　
　財政規模に対する比率。黒字のときは、　
　算定されません。 
　（早期健全化基準　１２.６８％）

連結実質赤字比率 ー
○すべての会計を対象とした実質赤字の
　標準財政規模に対する比率。黒字のと
　きは、算定されません。 
　（早期健全化基準　１７.６８％）

実質公債費比率 　８. ７％
○一般会計が負担する借金の返済金とこ
　れに類する経費の標準財政規模に対す
　る比率。
　（早期健全化基準　２５.００％）

○一般会計が将来負担する実質的な負債
　の標準財政規模に対する比率。　
　（早期健全化基準　３５０.００％）

７９. ９％将来負担比率
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行田市の借金の状況を公開します
〜今の残高はどのくらい〜

　市の借金は、建設事業に充てるほか、国の政策による交付税の減額や市税の減収を補てんす
るために借入れを行っているものがあります。こうした特例地方債は、市の借金全体の２０％
を占めていますが、返済に際して全額が交付税に上乗せして国から支給されます。 
　年度末現在の残高については、平成１９年度は新たな借入れを抑制したり、繰上償還を実施
したりしたことにより、前年度に比べて約１１億円減らすことができました。

市の借金残高の推移
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H15 H16 H17 H18 H19

※H17以前も旧南河原村分を合算して比較しています。

億円 各年度末現在

521.5

455.6

520.8

442.4

514.6

427.4

506.5

412.4

495.3

397.4

全 会 計

特例地方債を除いた推移

市民１人当たりの借金残高

平成19年度末現在

長野土地区画整理
事業会計

南河原地区
簡易水道事業会計

水道事業会計

下水道事業会計

一般会計

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 円

173,541 112,009

285,550

192,348

70,104

15,851

2,745

特例地方債

人口：87,421人
（H20.4.1現在）

市民１人当たり合計

　56万6,598円
（前年度57万4,803円）

※特例地方債を除くと

　45万4,589円
（前年度46万8,019円）
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▶問い合わせ　財政課財政担当（内線326）

バランスシートって何？

　バランスシートとは、企業会計でいう「貸借対照表」のことで、市の財産(資産)は何がどれだけあるのか、その財
源として借金(負債)はいくらあるのか、税金など(正味資産)はどれだけ充てられたのかをみて、市の財政状況がどう
なっているのかを判断するための健康診断表となるものです。
　市では、今後も市民の皆さんの要望に応えた施策を進めるため、限られた財源を効率的に活用し、健全な財政運
営に努めていきます。

～平成１9年度までの普通会計決算をもとに作成しました～

貸方（資金の調達）貸方（資金の調達）借方（資産の運用）借方（資産の運用）

資産の部合計　９12億4,901万円（１００％） 負債・正味資産の部合計　９12億4,901万円（１００％）

バランスシート（平成20年3月31日現在）

◎有形固定資産
　道路、公園、学校などの
施設整備費や高額な備
品購入費で、長期（1年超）
にわたって利用、所有す
る有形の資産です。施設
の耐用年数に応じて減価
償却を行っています。　
　ただし、土地の購入費
については、減価償却を
行っていません。

◎投資等
　行田市産業・文化・スポ
ーツいきいき財団や行田
市土地開発公社などへの
出資金、入学準備資金な
どの貸付金や特定目的基
金です。

◎流動資産
　財政調整基金や減債
基金、基準日現在保有す
る現金・預金のほか、地方
税などの未収金で、原則
として1年以内に現金化
される資産です。

◎固定負債
　返済期限が1年を超え
る債務のことです。市の借
金のうち、翌々年度以降に
返済予定の額や、職員全
員が年度末に普通退職し
たと想定して算出した所
要額などです。退職給与
は、健全化指標と同じ計算
方法を採用しました。

◎流動負債
　市の借金のうち、返済
期限が1年以内の債務の
ことで、翌年度返済予定の
額です。繰上充用とは、歳
入が歳出に対して不足す
る場合に、翌年度の歳入
を繰り上げて、その年度の
歳入に充てることですが、
該当はありません。

◎正味資産
　現在までの世代が既に
負担し、資産の形成のため
に充てられた返済不要の
財源で、資産と負債の差額
です。国県支出金と市税な
どの一般財源です。

資産の部 負債の部

負債の部合計

　 〈有形固定資産の内訳〉

有形固定資産

（うち土地

845億　   97万円
（９2.6％）

   248億   328万円）

投資等

　投資および出資金

　貸付金
　基金

２9億4,037万円
（3.2％）

２億３,８７２万円
１億3,067万円
２5億7,098万円

流動資産

　現金・預金
　未収金

３8億   767万円
（４.2％）

２5億9,974万円
１2億   793万円

固定負債

　地方債
　債務負担行為
　退職給与引当金

２77億　360万円
（30.3％）

２24億9,522万円
０円

52億　838万円

正味資産

　国庫支出金
　都道府県支出金
　
　一般財源等

６11億9,684万円 
（67.1％）

７2億　792万円

２1億8,479万円
５18億   413万円

流動負債

　翌年度償還予定額

　翌年度繰上充用金

２3億4,857万円
（２.6％）

　２3億4,857万円
０円

300億5,217万円

正味資産の部

正味資産の部合計
６11億9,684万円

民生費
３％

農業費
3％

総務費
３％ 衛生費

２％

土木費
50％

教育費
３７％

その他
２％
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　市では、金婚夫婦、敬老模範家庭、三夫婦世帯の方々をお祝いするため、表彰状と記念品を贈呈しています。
　ここでは、表彰を受けた皆さんをご紹介します。

金婚夫婦（敬称略・順不同）
 【忍地区】			 
　大嶋康三・幸子(帯廓)　小林喜久雄・富子(城西)　　久保光男
　・わか子(矢場一丁目)　鵜木邦夫・本子(同)　新井恒雄・喜榮

子(田町区)　齋藤秀次郎・政子(成田区)　飯野重男・里子(城南)
　小澤十吉・可江(同)　松田重男・よね子(同)　村井修・武代(同)

古峯　・あき(第二天満)　塚本勤之助・朝子(同)　松澤延保・
喜代子(同)　山本昌訓・良子(同)　村瀬明・久子(同)　丸山豊
治・連子(第一内行田)　

 【行田地区】			 
　関口晋一・菊枝(下町)　齋藤強・シゲ(中央)

 【佐間地区】			 
　安納要・峰子(第二旭)　松村政二・好子(同)　横田備・きん(同)

新井友一・弘子(向友会)　細村新市・道子(同)　森與志雄・成
子(同)　石川好宏・水子(同)　内田敏雄・あき子(大町)　諏訪　
雄・経子(緑町)　長谷部達雄・泰子(二佐間)　吉田富男・テル
(同)　伊藤昭吉・伶子(佐間神明)　平塚惶一郎・喜久江(同)望
月澄人・悦子(同)　池田輝夫・幸子(佐間三間)　

 【持田地区】			 
　新井進・節子(一持田北)　堀桂太郎・光子(同)　長島恒夫・節

子(一持田南)　沼七七二・喜代(二持田第一)　太田正巳・ユリ
子(二持田第二)　畑山寛・八重子(同)　市川政二・縫子(三持田
東部)　酒井香・房枝(同)　中村光・ヤス(同)　関口豊・キヨ・
(西駒形)　長澤茂男・弘子(同)　青木龍次・照子(駒形)　笠原文
雄・わ　江(同)　島田好雄・スミ子(前谷)　島田博次・キク(同)
阿部久賢・弘子	 (持田長町)　神谷勇・スズ(三井砂原)　鈴木
正男・ミヨ(持田西)　丸岡厚・良(棚田三丁目)

 【星河地区】			 
　白砂俊雄・静子(斉条団地)　羽鳥義清・はる(二斎条)　内田福

一・ユリ子(第二和田区)　島村久司・千代(同)　長谷川昭八・
ヤス子(柳坪)　中野一太・幸子(第二谷郷新田)　家中英吉・純
子(栄町)　小澤　・秀子(春日)　大木正文・マサ子(第三谷郷)
大澤繁雄・律子(同)　大澤利光・幸枝(同)　篠原三悟・久子(同)
長田茂・千惠子(第二谷郷東第二)　多田栄男・正子(同)　落合
利夫・文子(東台)　吉田松三郎・正子(同)

 【長野地区】			 
　長澤正夫・恭子(一桜)　細井孝・うめ(同)　内島酉松・靖子(二

桜)　長谷川善行・正子(同)　松本茂夫・純子(同)　吉川正就・
玲子(同)　　﨑正治・節子(富士見東部)　久保田清・富子(三
桜北部)　中村昭・貞子(同)　新井倉造・雪子(林区)　五十幡
玄二・千代子(中斉)　塚本司郎・ヨシ(同)　横田修一郎・伸子
(同)　青木繁・良子(堀の内)　仲野谷正雪・アヤ子(同)　新井尚
義・幸枝(新田区)

 【星宮地区】			 
　木元圭一・キミ(上池守)　八木原巖・眞子(同)　山下巖・絹代

(皿尾)　加藤榮弘・瑞枝(中里)　寺田魁市・八重子(同)　養田三
郎・春枝(小敷田)

 【下忍地区】			 
　清水博・弘子(下忍区)　栗藤章・喜代子(堤根区)　栗原正也・

美代子(同)　三沢　興・久子(同)　森健一・春江(樋上区)　山﨑
秀雄・恵子(南駒形)

 【荒木地区】			 
　柿沼惣一・愛子(荒木第一区)　藤岡輝男・早　(同)　小川貞好
　・秋子(荒木第二区)　坂木富男・百合子(同)　今泉三郎右衞門
　・よし子(同)　市川二郎・ちよ子(荒木第三区)　井上愛明・和

子(同)北岡幸夫・千枝子(荒木第四区)　権田和夫・須美子(荒木
上宿)渡邉髙弘・きよ子(荒木第七区)　石川清一・近子(荒木第
八区)　鈴木　義治・陽子(荒木第九区)

 【須加地区】			 
　髙澤明・さわ(須加第三区)　小巻正雄・路子(須加第四区)　羽

鳥富藏・美江(須加第九区)　長島清一・光子(須加第十区)　長
島一夫・波子(同)　　野治男・きよ子(須加第十一区)

 【北河原地区】			 
　小林幸雄・つね(天袋地区)

 【埼玉地区】	 		
　木村博・信子(杉原)　松岡廣志・好子(下埼玉)　小山德二・ヤ

ヱ子(同)　篠原武雄・文(野谷端)　川　文雄・宏子(渡柳上)　永
利正明・サキ子(同)　大山幸助・良子	 (渡柳下)　荒木直幸・
千惠子(利田)　

 【太田地区】			 
　杉山忠太郎・マサ(藤原町南部)　金子和夫・とし(若小玉勝呂)

木口武夫・志津子(若小玉六本木)　田島三郎・美根子(同)　田
中福成・フヨ(同)　田中二郎・幸江(下須戸)　鈴木克治・栄子
(小針)　柿沼慧　郎・貞子(真名板)　小堀輝・昭子(同)　見ル野
勝美・よね子(同)

			 
 【太井地区】			 
　鈴木健・テル(門井)　中野稔・と志子(同)　須賀滋夫・陽子(第

三門井)　小暮市男・光代(棚田町)　羽鳥仁一・春代(同)　持村
実・鈴子(同)　小貫知司・啓子(西新町)　菅野賢一・秀子(同)

　山田鉄雄・恭子(同)　小貝日出男・きみ(壱里山)　鈴木規夫・
眞澄(清水町)　保坂忠弘・美智子(同)　

 【南河原地区】			 
　今村亀久・つね子(南河原一区)　小玉兵次郎・サカエ(同)　加瀬

田保・ユリ(在家)　中島兼正・久江(南河原二区)　吉田順一・美
子(同)　島村金光・ミキ子(南河原三区北)　島沢一雄・セキ子(犬塚)

			 
　
				  
　濵嶋知江子(佐間地区・二佐間)　栗本ミン子(星河地区・東栄）

竹内婦美子(荒木地区・荒木第一区)　嶋田道代(荒木地区・荒
木第四区)　細井桂子(須加地区・須加第三区） 林重子(須加地
区・須加第四区）	

	

　森田重義(北河原地区・里前地区)	

　▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223）　　　
　　

敬老模範家庭（敬称略・順不同）

三夫婦世帯（敬称略）
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めざせ世界遺産！ さきたま古墳群魅力発見隊
第 10 回「 愛

あ た ご や ま

宕 山 古 墳 」
Ⓒ  二二ギンとコノハちゃん

愛宕山古墳はどのような古墳なの
　愛宕山古墳は、さきたま古墳公園中央駐車場の東にある前方後円墳
です。その大きさは全長53ｍで、さきたま古墳群の前方後円墳の中
では最小です。
　小さな古墳ではありますが他の前方後円墳と同じく二重の堀に囲ま
れていることが、発掘調査により確認されています。
　この古墳からは、武

ぶ じ ん

人などの人
じんぶつ

物埴
は に わ

輪、形
  けいしょう

象埴輪、馬
うまがた

形埴輪、円
えんとう

筒埴
輪が出土しました。円筒埴輪は、高さ40cmほどで、大型前方後円墳に
立てられた円筒埴輪に比べ小さいのが特徴です。また、出土品の特徴か
ら二子山古墳に近い時期の6世紀前半に造られたと推定されています。

　現在、市では、さきたま古墳群の世界遺産登録へ向けた活動を進めています。　
　今回も、『さきたま古墳群魅力発見隊』のニニギンとコノハちゃんが「愛宕山古墳」を紹介します。

愛宕山古墳

愛宕山の名前の由来は
　愛宕山古墳の名前は、かつて墳

ふんきゅう

丘の上に愛宕神社が祀
まつ

られていたことから名づけられました。現在は登ること
ができませんが、墳丘に石仏を見ることができます。

鉄剣発掘のいきさつ
　昭和43年、風

ふ ど き

土記の丘建設にあたり古墳群の性質を
知り、展示資料を収集するため、古墳を1基だけ調査す
ることになりました。当初、最も小さい愛宕山古墳が候
補に上がりましたが、前方部がすでに失われ、墳丘が崩
れつつあった稲荷山古墳に急

  きゅうきょ

遽変更されました。

　盗
とうくつ

掘されていると想定した埋葬施設のうち１つは、
何と未盗掘。そして日本中を揺るがした鉄剣の発見。
そこに至るまでには、さまざまな偶然がありました。

　さきたま古墳群は、このような古墳が日本有数規模
で密集している古墳群で、日本の古墳文化を語るうえ
で貴重な文化遺産です。
　市では、さきたま古墳群の価値をアピールしなが
ら、今後も世界遺産登録に向けて活動していきます。
めざせ世界遺産！

▶問い合わせ　企画政策課世界遺産推進担当
　　　　　　　（内線307）

▶日　　時　10月25日(土)午前10時～午後３時30分　
▶場　　所　北川辺町生涯学習センター「みのり」　
▶内　　容　○作文発表（午前10時20分～）　
　　　　　　○舞台演芸（午前10時30分～）　
　　　　　　○講演会（午後１時30分～）
　　　　　 　「人のつながり、ふるさとってすばらしい」

　講師:ダニエル・カールさん（テレビタレント）
　　　　　　○抽選会（午後３時～）　
　　　　　　○会場内･屋外イベント（人権パネル･ポスタ
　　　　　　　ー・標語の展示、各市町特産品・農産物の

　販売など）　
▶入 場 料　無料　
▶主　　催　北埼玉地区人権フェスティバル実行委員会　
▶問い合わせ　人権推進課人権同和対策担当（内線221）

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会は、女
性をめぐるさまざまな人権問題の取り組みとして、全国一
斉「女性の人権ホットライン」強化週間を設け、専用相談
電話による相談を受け付けます。なお、秘密は厳守されます。

▶日　　　時　11月17日(月) ～21日(金）
　　　　　　　午前８時30分～午後７時
　　　　　　　11月22日(土)・23日(日)
　　　　　　　午前10時～午後５時
▶相談電話番号　☎0570―070―810
▶相談担当者　法務局職員、埼玉県人権擁護委員連合会男

女共同参画社会推進委員などの女性の人権
擁護委員

▶問い合わせ　さいたま地方法務局人権擁護課 ☎048―
　　　　　　　863―9589

第６回北埼玉郡
みんな笑顔でヒューマンフェスタ

世界人権宣言 60 周年　全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間
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浮き城先生を募集します（第２次）

　市では、少人数学級実施のため、子どもや教える
ことが大好きな先生を募集します。

▶募集人員　市内の小・中学校に常勤する教諭･･･
　　　　　　若干名
▶募集要件　小学校または中学校（国語・社会・数

学・理科・英語を予定。詳細は募集要
項を参照）の教員免許状をお持ちの方
（平成21年３月31日までに当該免許
を取得見込みの方も可）で、昭和48
年４月２日以降に生まれた方。

▶募集要項　11月４日（火）より市ホームページか
らダウンロードできます。教育委員会
学校教育課または市役所人事課でも配
布します。郵送を希望される方は、
１２０円切手を貼り郵便番号とあて先
を明記した返信用の角型２号封筒を同
封のうえ、請求してください。

▶願書締切　【窓口受付】11月25日(火)午後５時
　　　　　　まで　

　　　　　　【郵送受付】11月22日(土)消印有効
▶採用試験　【１次試験】11月30日(日)
　　　　　　【２次試験】平成21年１月10日(土)
▶任用期間　平成21年度の１年間
▶待　　遇　当市規定により、埼玉県費負担教職員

と同程度の給与を支給します。
▶申し込み・請求・問い合わせ　
　　　　　　〒361―0052行田市本丸２―20
　　　　　　学校教育課学校教育改革担当 ☎556

―8316　

　

９
月
定
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市
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会
に
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意
を
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て
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
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、
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氏
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歳
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
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▼
問
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合
わ
せ　

監
査
委
員
事
務
局
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５
６
４―

６
５
２
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光
昭 

氏 
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本山　光昭 氏

第22回行田市生涯学習推進市民大会
の体験発表団体を募集します

▶発表日時　平成21年２月15日（日）
▶発表場所　産業文化会館ホール
▶応募資格　市内在住・在勤・在学、または市内の
　公民館などを活動拠点としている10人以上の団体
▶募集団体　２団体
▶発表時間　15分（入・退場含む）
▶応募方法　団体名、代表者の住所・氏名・電話番

号、応募者名簿、団体紹介（４００字程度）、昨
年度の活動状況を記入した書類（様式自由）を郵
送または持参してください。

▶締め切り　11月28日（金）必着
▶選考方法　提出書類を参考に選考
▶申し込み・問い合わせ　
　〒361―0052 行田市本丸２―20 ひとつくり

支援課生涯学習担当 ☎556―8319

平成21年行田市新成人を祝う会
▶日時　平成21年１月11日（日）
　　　　午後１時受付　午後１時30分開会
▶場所　産業文化会館ホール

　
　市では毎年、新成人でつくる実行委員会が中心と
なり、新成人を祝う会の企画・運営を行っていま
す。　
▶実行委員会回数　３～５回　
　※第１回実行委員会は10月24日（金）を予定
▶時間　午後７時～９時　　
▶場所　産業文化会館３Ａ会議室
▶対象　昭和63年４月２日～平成元年４月１日生ま
　れの方
▶募集人員　10人程度
▶申し込み・問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学
　習担当 ☎556―8319

平成21年行田市新成人を祝う会実行委員を募集します

▶日　　時　11月 25 日（火）午前 9時 30 分～午後 3
時30分

▶見学場所　給食センター「ひまわり」、ものつくり大学、水
資源機構利根導水総合管理事務所、妻沼南河
原環境施設組合

▶対　　象　市内在住の方
▶定　　員　30人（定員を超えた場合は抽選）
▶応募方法　電話で広報広聴課（１人につき３人まで応募可）

※参加希望者全員の氏名、住所、電話番号をお
聞きします。

▶締め切り　10月28日（火）※抽選の場合は、10月30
日（木）午前10時30分から、市役所203
会議室で公開抽選

▶そ の 他　昼食はものつくり大学学食を利用。費用は各
自負担。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

市内の施設を
見学してみませんか
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　私立幼稚園は、それぞれの園において特色ある保育
内容と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用意し
ています。入園を希望される方は、下記幼稚園に直接
問い合わせください。
　なお、未就園児を対象とした体験保育や園庭解放な
ども行っており、見学も可能です。

▶案内配布　１０月１５日（水）～
▶願書受付　１１月　１日（土）～
▶幼稚園名・所在地・電話番号

　来年度の保育園入園希望者の申し込みを受け付けます。
　保育園は、家庭で十分保育できない乳幼児を、保護者の委
託を受けて保育する児童福祉施設です。保育園へ入園できる
児童は、保護者に次のいずれかの事情がある場合で、祖父母
など母親以外の方が児童を保育できる場合は該当しません。
　①昼間常に家庭外で仕事をしている場合
　②昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている場合
　③出産前後または疾病（入院・自宅療養）の場合
　④長期にわたり、同居の家族の看護などにあたっている場合
　⑤震災、風災害、火災その他の災害の復旧にあたっている場合

▶受付期間　11月17日（月）～12月5日（金）
▶受付場所　入園を希望する保育園（申込書は11月4日 　
　　　　　  （火）から各保育園で配布します）
▶保育園名・所在地・電話番号・定員

平成21年度私立幼稚園入園児を募集します 平成21年度保育園入園児を募集します

園　　名 所在地 電話番号 定員（人）

若 葉 保 育 園 行田11－10 556ー2797 150

和 光 保 育 園 佐間3－20－3 556ー2503 130

白 鳩 保 育 園 駒形2－7－7 554ー5221 60

ホ ザ ナ 保 育 園 荒木1590－1 559ー1543 90

太 井 保 育 園 棚田町1－58－10 556ー5340 90

小羊チャイルドセンター 若小玉3547－1 556ー7753 60

太 田 保 育 園 藤間510－3 559ー3644 120

行 田 保 育 園 荒木4961 557ー2943 90

埼 玉 保 育 園 埼玉4595－1 559ー2433 90

持 田 保 育 園 城西4－3－4 556ー5456 90

長 野 保 育 園 長野1－34－5 553ー3177 90

南 河 原 保 育 園 南河原851 557ー3234 60

園　　名 所在地 電話番号

老 本 幼 稚 園 旭町16ー38 553ー2771

行 田 幼 稚 園 富士見町2ー27ー5 554ー5169

富士見ヶ丘幼稚園 駒形 1 ー 9 ー 7 556ー7494

ホ ザ ナ 幼 稚 園 本丸11ー20 555ー2301

ま つ た け 幼 稚 園 門井町2ー19ー9 554ー7348

南 河 原 幼 稚 園 南河原777ー2 557ー0234

や ご う 幼 稚 園 谷郷2ー5ー1 554ー5752

や な ぎ 幼 稚 園 渡柳563ー3 559ー1001

▶問い合わせ　子育て支援課保育担当（内線263）

○２年保育　平成１６年４月２日～１７年４月１日生
○３年保育　平成１７年４月２日～１８年４月１日生
○４年保育　平成１８年４月２日～１９年４月１日生
（４年保育の募集人員など詳細は各園に問い合わせください）
※所得金額に応じて就園奨励費が支給され、保育料などが減

免される制度があります。詳細は平成２１年６月以降に幼
稚園を通じてお知らせします。

※長時間保育や夏休み中の預かり保育などの制度もあります。
▶問い合わせ　行田私立幼稚園連盟（まつたけ幼稚園）
　☎554－7348

区分 名　　称 場　　所 定員（人）

公設

中 央 学 童 保 育 室 中央小学校敷地内 50
西 学 童 保 育 室 西小学校敷地内 60
東 学 童 保 育 室 東小学校敷地内 50

北 学 童 保 育 室 谷郷2486−3
旧上谷第一住宅跡 40

さくら学童保育室 桜ヶ丘小学校敷地内 40
南 学 童 保 育 室 南小学校敷地内 40
太田西学童保育室 太田西小学校敷地内 40
泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 50
埼 玉 学 童 保 育 室 埼玉小学校敷地内 40
南河原学童保育室 南河原支所内 50
下 忍 学 童 保 育 室 下忍小学校敷地内 30
荒 木 学 童 保 育 室 荒木小学校敷地内 30

民設
太 井 学 童 保 育 室 棚田町1−58−10 30
荒 木 学 童 ク ラ ブ 荒木2048−2 峰川様方 19

▶入室期間　平成21年4月1日～平成22年3月31日
▶対　　象　保護者の就労などにより昼間常時留守となる家庭の、

市立の小学校に通う1年生から3年生までの児童
▶保 育 料　一人月額一律7,000円（おやつ代別）※民設学童保育

室（太井学童保育室・荒木学童クラブ）については、
それぞれ設定していますので、問い合わせください。

▶保育時間　放課後～午後7時（土曜日、夏休み期間などは午前8
時～午後7時）※荒木学童クラブ（民設）は放課後～
午後6時30分（夏休み期間などは午前7時45分～午
後6時30分・土曜休室）

▶申請書配布　【公設】11月6日（木）から子育て支援課6番窓口
　　　　　　　　　　および各学童保育室 
	 　　　　　【民設】11月6日（木）から太井学童保育室または　

　　　　　　　　　荒木学童クラブ 
▶申　　請　【公設】11月13日（木）～28日（金）子育て支援課
　　　　　　　　　　6番窓口または各学童保育室 
	 　　　　　【民設】11月13日（木）～平成21年2月27日（金）
　　　　　　　　　　に太井学童保育室または荒木学童クラブ 
▶そ の 他　入室決定は申し込み順ではありません。

平成21年度 学童保育室の入室児童を募集します
▶募集人員　　

▶問い合わせ【公設】子育て支援課子育て支援担当
　　　　　　　（内線292）または子育て総合支援窓

　　　　　口☎556－2011
	 　　　　【民設】太井学童保育室 ☎556－5340
　　　　　　荒木学童クラブ☎557－6006
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新しい国民健康保険被保険者証を
送付しました

　9月30日で期限切れとなった国民健康保険被保険
者証の更新に伴い、新たに使用していただく保険証を
配達記録郵便でお送りしました。医療機関で受診され
る時には必ず新しい保険証（ピンク色）を提示してく
ださい。
　新しい保険証の有効期限は平成21年9月30日で
す。旧被保険者証は、各自処分してください。
　ただし、下表に該当する方は、保険証の有効期限が
異なります。このため、世帯の中で保険証の更新時期
に差がある場合がありますのでご注意ください。

ふれあい福祉健康まつり

▶日　　時　10月18日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　※雨天の場合は10月19日（日）　
▶場　　所　水城公園市民広場およびコミュニティセンターみずしろ
▶内　　容　アトラクション、バザー、飲食コーナー、健康チ
　　　　　　ェック、身体測定、体力測定、ペット相談など
▶主　　催　行田市ふれあい福祉健康まつり実行委員会
▶共　　催　行田市、行田市社会福祉協議会　
▶そ の 他　同まつりの手伝いをしていただけるボランティ

アを募集しています。
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会 ☎557―5400

該　当　者 有　効　期　限

 退職者医療制度に加入の方で、 
 有効期限前に 65 歳になる方
 （被扶養者を含む）

 65歳の誕生日の属する月の末日
 ＊有効期限後、一般被保険者になり

　 新たに保険証を交付します。

 有効期限前に75歳の誕生日を

 迎える方

 75歳誕生日の前日
 ＊有効期限後、｢後期高齢者医療制度｣
 　から保険証が交付されます。　

　なお、この表に該当しない方にも通常より短い有効
期間の保険証を交付している場合があります。
※被保険者証の取り扱いなどについては、被保険者証
　裏面の注意事項をお読みのうえご使用ください。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272
　・273）

子育てサポートスタッフ講習会
受講者募集

▶日　　時　11 月 11 日（火）・13 日（木）・18 日（火）
　　　　　　・20 日（木）・25 日（火）・27 日（木）
　　　　　　午前１０時～午後３時　
▶場　　所　行田市シルバー人材センター「むつみ」
　　　　　　講習室　
▶内　　容　子育てサポートに関する技術や知識を習

得し、企業への就職や子育てサポートの
実践活動を推進します。　

▶対　　象　60 歳以上の健康な方で就業意欲があり
全日程参加可能な方　

▶定　　員　20 人（先着順）　
▶受 講 料　無料　
▶申し込み・問い合わせ　10 月 31 日（金）（必着）

までに郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・
性別・年齢・電話番号・「子育てサポー
トスタッフ講習会希望」と記入のうえ、
はがきまたはＦＡＸで行田市シルバー人
材センター（〒 361―0074 行田市旭
町 13―24）☎ 556―5221　ＦＡＸ
554―2586

人間ドック・脳ドックの検査料を助成します

　市では、後期高齢者医療制度の被保険者が人間ドックおよび
脳ドックなどを受検した場合の検査料の一部を助成します。

▶対象　次の条件を満たしている方です。
　・埼玉県後期高齢者医療広域連合の被保険者で市内に住所
　　を有する方
　・後期高齢者医療保険料を完納している被保険者
▶助成額など

種類 検査料 助成額 自己負担

人間ドック 38,850円 27,250円 11,600円

脳ドック 　医療機関が
　定める額 20,000円 　検査料から20,000円

　を控除した額

併診ドック 　医療機関が
　定める額 40,000円 　検査料から40,000円

　を控除した額

▶検査実施機関《人間ドック》
医療機関名 所　在　地 電話番号

（医）赤井胃腸科 門井町２ー10ー32 553ー2233
（医）おくだいら内科クリニック 門井町3ー19ー5 556ー7877
（医）加藤内科医院 旭町3ー2 556ー3253
（医）川島胃腸科 佐間1ー18ー39 553ー0001
（医）木村外科胃腸科医院 城西５ー９ー５ 556ー0653
（医）行田岡田医院 北河原102 557ー2311
行田協立診療所 本丸18ー3 556ー4581

（医）行田中央総合病院 富士見町2ー17ー17 553ー2000
（医）栗原医院 本丸11ー35 556ー2272
さかつめ内科医院 城西1ー6ー22 553ー5202
島田クリニック 壱里山町1ー31 柳澤ビル 556ー3980

（医）村越メディカルクリニック 行田21ー18 556ー2549
（医）壮幸会行田総合病院 持田376 554ー0005
（医）根本医院 行田10ー22 555ー1261
（医）南川げんきクリニック 小見1400ー1 554ー8835
やまかわ内科クリニック 壱里山町18ー6マルオカビル2F 564ー1488
ハピネス診療所 長野7296ー1 559ー0082

《脳ドック》　
医療機関名 所　在　地 電話番号

（医）壮幸会行田総合病院 持田376 554ー0005
（医）行田中央総合病院 富士見町2ー17ー17 553ー2000
（医）石井クリニック 下忍1089ー1 555ー3519

▶問い合わせ  保険年金課医療担当(内線226・227)
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ご存じですか　里親制度

　子どもが健やかに成長するためには、温かい
愛情にあふれた家庭が必要です。しかし、病気
や死別などさまざまな事情により、家庭で生活
できない子供たちが増えています。
　里親制度は、こうした子供たちを家族の一員
として迎えて、温かい愛情と落ち着いた家庭環
境の中で育てていただくものです。

【里親になるには】
　一定の要件を満たす必要がありますが、原則
として特別な資格は必要ありません。里親とし
て望まれることは主に次のようなことです。
⑴子どもに理解を持ち、養育に対する熱意と豊

かな愛情を持っていること
⑵心身とも健康で、子どもの養育にふさわしい

年齢であること
⑶子どもの養育に支障のない程度に、収入およ

び住居のゆとりがあり、健全で明るい家庭生
活が営まれていること

　新たな家庭を求めている子供たちが、血縁は
なくとも互いに信じ合える温かい家庭で、健や
かに成長していけるよう、今、たくさんの里親
が求められています。
　里親制度の詳細については、県福祉部こども
安全課のホームページでご覧いただけます。 
http://www.pref.saitama.lg.jp/A03/
BG00/satooya.html

▶問い合わせ　子育て支援課保育担当（内線 2
　63）または熊谷児童相談所里親担当 ☎ 521
　―4152

万一けがをした場合の施設保険

　市では、市内体育施設における万一のけがに
備えて施設保険に加入しています。

【施設保険に該当する方】
　次の体育施設でスポーツ活動中にけがをして、
病院で治療を受けた方。
※けがの内容によっては、該当しない場合もあ
　ります。
【保険対象の体育施設】
　・総合体育館　・総合公園　・市民プール　
　・酒巻、須加河川敷グラウンド
　・門井球場　・富士見公園

▶申請・問い合わせ　スポーツ振興課管理担当 
　☎ 556―8336

ご利用ください　県立学校の体育施設

　県立進修館高等学校の体育施設（西体育館・東体育館）
が開放され、利用することができます。　
　詳しくは、県スポーツ振興課ホームページ（http://www.
pref.saitama.lg.jp/A20/BM00/kaihou/kaihoutop.
html）をご覧ください。
▶問い合わせ　県スポーツ振興課☎ 048―830―6951

第10回行田市障害者（児）
スポーツ・レクリエーション大会

　障害者(児)とその家族およびボランティアが、互いに交流
を深めるとともに、障害者(児)の健康増進と社会参加を促進
するための大会です。
▶日　　時　11月15日（土）午前10時～午後0時30分
　　　　　　（午前9時30分受付開始）
▶場　　所　行田グリーンアリーナ
▶対　　象　市内在住・在勤・在学の障害者(児)
▶内　　容　風船バレー、卓球バレー、ボッチャ、フライ
　　　　　　ングディスク、STT、フロッカー
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　運動に適した服装、タオル、上履き
▶申し込み　10月24日（金）までに参加申込書を福祉課へ
　　　　　　提出してください。
▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線265）
　　　　　　FAX 554―6701

【ボランティア募集】
　大会の開催にあたり、当日の運営などに協力していただ
けるボランティアを募集しています。10月24日（金）まで
に行田市社会福祉協議会（☎557―5400）へ申し込みく
ださい。

障害のある方へ
NHK放送受信料の免除基準が変更になりました

　障害のある方を対象としたNHK放送受信料の免除基準が、
次のとおり変わりました。免除の証明をしますので、福祉課
10番窓口へお越しください。

▶持参するもの　障害者手帳、印鑑　※場合により市町村民
税課税証明書（世帯全員分）が必要となることがあります。

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線265・266）

　 全　額　免　除
※障害のある方を世帯構成員に有する場合

半　額　免　除
※障害のある方が世帯主の場合

身体障害者 世帯構成員全員が市町村民税
非課税

・視覚・聴覚障害者
・身体障害者
　（1級または2級）

知的障害者 世帯構成員全員が市町村民税
非課税

知的障害者
（ⒶまたはA）

精神障害者 世帯構成員全員が市町村民税
非課税 精神障害者（１級）
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埋蔵文化財整理作業員募集

　遺跡からの発掘出土品の水洗い、復元作業などを行う作業
員を募集します。経験、未経験は問いませんが、細かい作業
ですので、視力が良く（眼鏡など使用可）、根気のある方を
求めています。

▶雇用期間　10月21日(火)～12月18日(木)
▶場　　所　郷土博物館作業室および屋外洗い場　
▶内　　容　発掘出土遺物の水洗い、注記、接合復元作業など
▶応募要件　18歳以上の健康な方（高校生不可）
▶作 業 日　火～木曜日※ただし11月4日（火）・25日（火）

は休みになり、それぞれ7日（金）・28日（金）に
振り替え　

▶作業時間　午前９時～午後４時（正午から午後１時までは
休憩時間）　

▶賃金単価　時給830円　
▶申し込み・問い合わせ　文化財保護課文化財保護担当 
　　　　　　☎553―3581

足袋蔵めぐり２００８

　市報ぎょうだ「歴史系譜」のコーナーで紹
介している行田の近代化遺産を巡る「足袋蔵
めぐり」を、「近代化遺産の日」の10月20
日にあわせて開催します。
　大澤家文庫蔵では、昔の行田の足袋屋を写
した貴重なスライドの上映を行います。

▶日　　時　10月20日(月)
　　　　　　午前９時30分～午後４時　
　　　　　　※午前の部（正午まで）または

　 午後の部（午後１時から）の
　 みの参加可

▶集合場所　商工センター玄関前
▶見学場所【午前】武蔵野銀行行田支店、栗
　　　　　　代蔵、足袋とくらしの博物館ほか
　　　　　【午後】忠次郎蔵、牧亭舎、今津

印刷所、大澤家文庫蔵、Café閑
居ほか

▶参 加 費 【１日】１,500円（昼食・喫茶
　　　　　　代含む）、【午前のみ】300円、
　　　　　 【午後のみ】650円（喫茶代含む）
▶主　　催　行田市教育委員会、ＮＰＯ法人
　　　　　　ぎょうだ足袋蔵ネットワーク
▶申し込み・問い合わせ　10月17日(金)まで

に文化財保護課文化財保護担当 
☎553―3581

奥の山古墳発掘調査現地見学会

▶日　　時　10月25日(土)　
　　　　　　①午前10時～　②午後１時30分～　
▶場　　所　県立さきたま史跡の博物館玄関前集合　
▶内　　容　昨年度から始まった奥の山古墳の発掘調査現場

の見学　
▶参 加 費　無料　
▶問い合わせ　同館 ☎559―1181

　検事総長、大審院長、司法大臣の司法三長官を歴任、また中央大学
の総長となり、行田市名誉市民第１号となった郷土の偉人・林賴三郎
氏が法曹界・教育界に残した功績や足跡を、著書や写真、遺品などの
さまざまな資料を通して紹介します。

▶期　　間　10月11日(土)～11月24日(月)　
　　　　　　（会期中の休館日は10月14・20・27日、11月４・

　10・17日）
▶入 館 料　大人200円、大学・高校生100円、小・中学生50円

※団体割引あり

講演会「林 賴三郎の功績と足跡」
▶日　　時　11月２日(日) 午後１時30分～３時　
▶講　　師　菅原彬

もりくに

州さん（中央大学教授）
▶場　　所　郷土博物館講座室
▶定　　員　100人　

▶問い合わせ　郷土博物館 ☎554─5911 林　賴 三 郎
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

健康講座⑦　乳がんの講座
　～自己検診していますか～

　「乳がんなんて自分には関係ない」と思っていませ
んか。早く見つければ、必ずしも怖い病気ではありま
せん。乳がんを知って、自分の体を守りましょう。

日　　時　10 月 31 日（金）午後 2 時～ 3 時 30 分
場　　所　保健センター　　　　　　
内　　容　医師の講話・赤井寿紀さん（赤井胃腸科院長）
対　　象　健康に関心のある方
定　　員　30 人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　10 月 24 日（金）までに直接または電話で
　　　　　保健センター。

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、

事前に問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関

を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター 
　☎048－824－4199

期　　日 医療機関名

10 月 19 日（日） 壮幸会行田総合病院

10 月 26 日（日） 行田中央総合病院

11 月   2 日（日） 壮幸会行田総合病院

11 月   3 日（月） 行田中央総合病院

11 月   9 日（日） 壮幸会行田総合病院

高齢者のインフルエンザ予防接種
接種期間　10 月 20 日（月）～ 12 月 25 日（木）
対　　象　次のいずれかに該当し、希望する方（イン

フルエンザの予防接種は義務接種ではあり
ません）

　　　　　①接種日現在 65 歳以上の方　
　　　　　②接種日現在 60 歳以上 64 歳以下の方の

うち、心臓、腎臓または呼吸器の機能に重
度の障害（１級程度）のある方、およびヒ
ト免疫不全ウィルスにより免疫機能に障害
のある方

接種方法　指定医療機関での個別接種 ( 年 1 回 )
費　　用　1,000 円 ( 生活保護受給者は免除 )
持 ち 物　①予診票（各指定医療機関にあります。市

外の医療機関には本市の予診票がないとこ
ろもありますので、事前に保健センターに
ご連絡ください）

	 ②保険証または生活保護受給者証
	 ※対象②の方は身体障害者手帳が必要です。
申し込み　事前に指定医療機関へ直接申し込みください。
　　　　　※指定医療機関、障害の程度など不明な点

　は保健センターに問い合わせください。

ママ･パパ教室（3コース）

※受付時間は、教室開始時間の 15 分前からになります。

場　　所　保健センター・VIVA ぎょうだ（第 2 回のみ）
対　　象　・初めてお母さんになる方とその家族（特

に第 4 回はお父さんになる方の参加をお待
ちしています）

	 ・行田市に住民票のある方
費　　用　200 円（第 2 回の調理実習のみ）
持 ち 物　母子健康手帳、筆記用具　　
　　　　　※第 2 回調理実習時はエプロン・ハンドタ

　オル・バンダナまたは三角巾・スリッパ
　を用意してください。

申し込み　母子健康手帳交付時にお渡しした参加申込
書（はがき）を郵送、または電話で保健セ
ンター。

回 日　　時 内　　容

１
10月28日(火)

午後1時30分～4時

オリエンテーション
妊娠と分

ぶんべん

娩のお話
グループワーク

２
11月6日(木)

午前10時～午後2時30分

ママと赤ちゃんの栄養
ママのための調理実習

妊娠中の歯の健康

3
11月26日(水)

午後1時30分～4時

妊娠中と産後の生活
赤ちゃんの保育
先輩ママの話

4
12月11日(木)

午後1時30分～4時

子どもの成長と育児
沐
もくよく

浴実習
パパの妊婦体験
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 健康に関する相談をしたい方

   11 月 6 日 ㈭ 午前10時〜11時

日常生活や食事についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　糖尿病健康相談 糖尿病について心配のある方
申し込みが必要です。

　禁煙相談 たばこをやめたい方

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   10 月 16 日 ㈭
申し込みの際に
お知らせします。

申し込みが必要です。

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児

　対象者には通知します。転入されたお子さんで前住所地で受診していない
　方は保健センターにご連絡ください。　　

　BCG 予防接種

　平成 20 年 7 月 1 日〜 15 日
　生まれの子    10 月 27 日 ㈪

午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象者には通知します。対象児
以外でまだ受けていないお子さ
ん（６カ月未満）は、この機会
に受けてください。

　平成 20 年 7 月 16 日〜 31 日
　生まれの子    11 月　6 日 ㈭

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
　10 月 24 日 ㈮ 午後 1 時 30 分

〜 4 時 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

　11 月 11 日 ㈫ 午前 9 時 30 分
〜 11 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 20 年 5 月 15 日〜 6 月 14
　日生まれの子    11 月　4 日 ㈫ 午後 1 時 45 分

〜 2 時 申し込みが必要です。

　思春期こころの相談 　小・中学生、高校生など、または　
　その家族など    11 月　6 日 ㈭ 午前 9 時 30 分

〜正午
心理士、保健師がお受けします。
申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

おとなの行事 ※場所は保健センター

　肺がん検診は集団検診となり、医療機関では受診でき
ません。まだ肺がん検診を受診されていない方は、この
機会に受けてください。

期　　日　12 月 8 日（月）・10 日（水）		
検診当日の受付時間　午前 9 時～ 9 時 45 分	
場　　所　保健センター
検査方法　胸部エックス線検査（必要に応じ喀

かくたん

痰検査）

対　　象　40 歳以上（平成 20 年 4 月 1 日現在）
費　　用　胸部エックス線検査 200 円、喀痰検査
　　　　　300 円　※ 70 歳以上無料
　　　　　※生活保護世帯および市民税非課税世帯は

　免除 ( 申し込みの際に申し出ください )
定　　員　各日 120 人（先着順）　
申し込み　11 月 25 日（火）から直接または電話で保

健センター。

肺がん検診（追加）〜今年度最後のチャンスです〜
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 市役所   10月28日㈫　※次回11月25日㈫の
　予約は11月4日㈫から受け付けます   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）
結婚

市役所   11月7日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜
　11時）男女共同参画推進センター   10月19日㈰　

消費生活
多重債務 市役所

  10月16日㈭・20日㈪・23日㈭・27日㈪ 
 ・30日㈭　
  11月6日㈭・10日㈪・13日㈭

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   10月17日㈮・24日㈮・31日㈮　　

  11月7日㈮・14日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所
  10月17日㈮・21日㈫・24日㈮・28日㈫ 
 ・31日㈮　
  11月4日㈫・7日㈮・11日㈫・14日㈮

  午前10時〜午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館   11月12日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   10月21日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   11月2日㈰　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   10月21日㈫・27日㈪・28日㈫
  11月4日㈫・11日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （10月15日〜11月15日）

　県では、弁護士、司法書士による無料の面接相談
会を開催します。
　借金は必ず解決できます。ひとりで悩まずに、ま
ずは相談してください。

▶日　　時　10月29日（水）午前10時～午後４時
▶場　　所　市役所201会議室
▶対　　象　多重債務でお困りの方
▶定　　員　25人（先着順）
▶申し込み　10月１日（水）～15日（水）の午前
　　　　　　10時～午後４時（土・日曜日、祝日を

除く）に県の予約専用電話で☎048―
837－0618 ※予約期間以外は通じ
ません。

▶そ の 他　このほか、県内18会場でも10月16日
（木）から30日（木）まで無料相談会が
開催されますので、ご希望の方は予約専
用電話で申し込みください。

▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線252）　

多重債務者相談強化キャンペーン
無料相談会

市民保養宿泊施設の契約解除

　次の市指定保養宿泊施設は、８月１４日に契約を
解除しました。
○ホテル八汐（栃木県那須塩原市）
▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線252）　

俳句入門講座初級コース

　四季のある日本に住む私たち。季語を見つけ五・七・五の
韻律にのせて俳句をつくってみませんか。俳句の書き方や表
現の仕方を基礎から学ぶ入門講座初級コースを開講します。

▶日時・テーマ・内容

▶場　　所　市立図書館
▶講　　師　鈴木貫一さん（佐野日本大学学園講師、俳人協

会会員）
▶対　　象　初心者および俳句を作ることに興味がある方
▶募集人数　30人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　同館 ☎556－4227

回 日　　時 テ ー マ 内　　容

１
  11月1日（土）
  午後1時30分～
  3時30分

  俳句とはどういう
  ものか

  俳句の歴史
  俳句に詠まれる内容
  俳句の背景・楽しみなど

２
  11月15日（土）
  午後1時30分～
  3時30分

  俳句のきまり
　＜基本編＞   季語・定型・切れ字など

３
  11月29日（土）
  午後1時30分～
  3時30分

  俳句のきまり
　＜応用編＞

  三段切れは避ける
  漢字を多用しない
  字余り、句またがりなど

  俳句の作り方
　（技術）
　＜演習 1 ＞

  言葉を磨く
  省略、写生、比

ひ ゆ

喩など
  はじめての一句

４
  12月6日（土）
  午後1時30分～
  3時30分

  俳句を作ってみよう
　＜演習 2 ＞

  課題にそって作る（共通  
  の視点）
  自由に作る（個人の視点）

５
  12月20日（土）
  午後1時30分～
  3時30分

  句会を開こう
　＜演習 3 ＞

  句会とは
  句会の実際
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一
般
書

・
太
陽
系
は
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・

　

コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
）

・
ケ
ニ
ア
！
彼
ら
は
な
ぜ
速
い
の
か（
忠
鉢
信
一
）

・
出
星
前
夜
（
飯
嶋
和
一
）

・
眼
と
太
陽
（
磯
崎
憲
一
郎
）

・
夏
の
く
じ
ら
（
大
崎
梢
）

・
野
球
の
国
の
ア
リ
ス
（
北
村
薫
）

・
訣
別
の
森
（
末
浦
広
海
）

　

昭
和
22
年
、
「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、
平
和
な
文

化
国
家
を
創
ろ
う
」
と
、
第
１
回
読
書
週
間
が
開
催

さ
れ
、
今
回
で
62
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
約
21
万

冊
の
本
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
所
蔵
し
て
い

な
い
場
合
は
、
県
内
の
公
共
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
、

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
目
の
不
自
由

な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
対
面
朗
読
（
予
約
が
必

要
）
や
録
音
図
書
・
点
字
図
書
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
15
日
㈬ 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
保
護
者　

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど▼
日
時　

10
月
25
日
㈯ 

午
前
11
時
～
正
午

▼
対
象　

幼
児

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

11
月
1
日
㈯ 

午
後
２
時
～
３
時　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど　

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

11
月
8
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

　
　

▼
日
時　

10
月
18
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

ア
リ
バ
バ
と
四
十
人
の
盗
賊
、
お
し
ゃ
れ

な
ク
ジ
ャ
ク
、
か
え
る
の
冒
険
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
（
計
60
分
）　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

10
月
15
日
㈬
、
11
月
7
日
㈮
午
後
１
時
受

付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者　

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

　

10
月
6
日
㈪
・
14
日
㈫
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
・
31

日
㈮
、
11
月
4
日
㈫
・
10
日
㈪

＊
休
館
中
の
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

新
着
図
書

・
孫
子
伝
（
塚
本
青
史
）

・
子
守
唄
し
か
聞
こ
え
な
い
（
松
尾
依
子
）

児
童
書　

・
里
山
百
年
図
鑑
（
松
岡
達
英
）

・
ま
夏
の
夜
は
、
た
ん
け
ん
！
（
後
藤
竜
二
）

・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
カ
ナ
リ
ヤ
（
サ
ン
デ
イ
ー
・
ト
ク

　

ス
ヴ
ィ
グ
）

・
は
っ
き
よ
い
畑
場
所
（
か
が
く
い
ひ
ろ
し
）

・
き
ょ
う
そ
う
だ
ま
け
る
も
ん
か
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

　

・
ブ
ラ
ス
ウ
ェ
イ
ト
）

　

大
奥
最
後
の
女
帝
篤
姫
の
生
涯
と
、
開
国
を
め
ぐ

っ
て
揺
れ
る
緊
迫
し
た
幕
末
の
政
局
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
26
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
場
所　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
映
像
ホ
ー
ル

▼
演
題　

幕
末
の
大
奥
と
天
璋
院
篤
姫

▼
講
師　

高
橋
千ち

は

や
劔
破
さ
ん
（
作
家
・
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
常
務
理
事
）

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

「
一
九
九
五
年
一
月
一
日
十
二
時
三
十
分
。

期
待
に
違
わ
ぬ
内
容
で
、一
気
に
読
了
す
」
と

記
さ
れ
た
裏
表
紙
が
書
籍
の
片
付
け
を
し
て
い

た
と
き
に
目
に
触
れ
た
。
読
み
直
し
て
み
た
が
、

や
は
り
す
っ
か
り
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

所
は
中
国
、
時
代
は
春
秋
時
代
中
期
、
斉せ
い

の

国
で
活
躍
し
た
晏あ

ん
じ
ゃ
く弱・
晏あ
ん
え
い嬰
の
父
子
を
中
心
と

し
た
長
編
小
説
で
あ
る
。

　

現
代
と
は
、
舞
台
も
時
代
も
か
け
離
れ
て
い

る
が
、
父
子
の
生
き
方
や
判
断
力
、
行
動
力
に

強
く
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
、
憧
れ
を
抱
い
て
し
ま
う
。

人
の
上
に
立
つ
人
間
が
晏
子
の
よ
う
な
処
世
観
、

人
生
観
を
身
に
付
け
て
い
て
く
れ
た
ら
な
と
、

強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
か
の
司

馬
遷
も
、
晏
嬰
に
憧
れ
た
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん

で
あ
ろ
う
。

『
晏あ
ん
し子

（
上
・
中
・
下
）』

　
　

 　
　
　
　

 

宮
城
谷  

昌
光 

著

田
代　

巌
さ
ん
（
宮
本
）

お 

は 

な 

し 

会

※変更となる場合があります。

10
月
28
日
（火）

太
田
西
小

10
月
29
日
（水）

須
加
小

11
月
5
日
（水）

北
小

11
月
6
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

11
月
7
日
（金）

埼
玉
小

11
月
11
日
（火）

北
河
原
小

10
月
15
日
（水）

星
宮
小

10
月
22
日
（水）

荒
木
小

10
月
16
日
（木）

泉
小

10
月
17
日
（金）

太
田
東
小

10
月
23
日
（木）

南
河
原
小

※
い
ず
れ
も
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や
で
行
い
ま
す
。

歴
史
と
文
学
講
演
会

秋
の
読
書
週
間（
10
月
27
日
～
11
月
９
日
）
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笑顔で式典出席

　９月13日、教育文化センター「みらい」
で「金婚夫婦・敬老模範家庭・三夫婦世帯
表彰式」が開催されました。この式典は、
昨年まで各地区の敬老会で行っていた表彰
を、今年から一堂に会してお祝いしようと
初めて行われたものです。
　今回表彰されたのは、金婚夫婦１５３組、
敬老模範家庭６世帯、三夫婦世帯１世帯の
方々。出席した皆さんは、受付で持田・長
野・南河原保育園の園児が作成したプレゼ
ントを手渡されると、笑顔で会場へ入りま
した。式典では工藤市長から表彰状と記念
品が贈呈された後、金婚夫婦で表彰された
横田備さん（旭町）が被表彰者を代表して
謝辞を述べました。

　８月30日、教育文化センター「みらい」で、ぎょうだ
男女共同参画フォーラム２００８が開催され、テレビなど
で活躍している評論家の大宅映子さんが「皆違って皆い
い―違うことは良いことだ」と題した講演を行いました。
　「人と人は違うことが当たり前で、それは個性です。そ
れぞれの役割や能力を認め合うことが大切」と力強く語っ
た大宅さん。会場を埋め尽くした来場者らは、的を射た
大宅さんの講演にうなずきながら聞き入っていました。

　青少年の健全育成を図ることを目的に、市内の中学・
高校生などで組織されている行田市ジュニア・リーダー
ズ・クラブ。この、ジュニア・リーダー研修の一環として、
市内４カ所の保育園で保育体験が行われました。
　８月22日、行田保育園では、５人の中学生が配
ぜんや周辺の散歩、運動会の練習などを手伝いまし
た。最初は戸惑っていた中学生らも、子供たちと触
れ合う中で次第に打ち解け、幼い子どもへの理解を
深めていました。

幼い子どもへの理解を深めた保育体験

「違うこと」の大切さが語られた講演会
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友好深めたスポーツ交流会

　９月６日、第17回北埼玉地区子ども会スポーツ
交流会が行田グリーンアリーナで開催されました。
この大会は、北埼玉地区管内の集会所学習に参加し
ている児童・生徒たちが、スポーツを通じた交流と
互いに友情を育む目的で行われているものです。
　小学生の部はドッジボール、中学生の部はソフト
バレーボールで他市町の児童・生徒らと友好を深め
る交流試合を行いました。

　８月31日、行田グリーンアリーナで行田市民卓
球大会夏季個人戦が開催されました。
　会場のメーンアリーナには、いくつもの卓球台が
設置され、一般、シニア、中学生などの種目別に競
技が行われました。激しく続くラリーを制するとガッ
ツポーズ、ポイントを落とすと天を仰いで悔しがる
など、１ポイントごとに選手たちの一喜一憂する姿
が見られました。

　８月31日、市民吹奏楽団による第１回定期演奏
会が産業文化会館で開催されました。
　平成19年11月に発足した同楽団は、中学生か
ら70歳代まで幅広い年代層で構成されており、こ
の日は30人の演奏者が舞台に上がり練習の成果を
披露しました。吹奏楽の定番曲から「男はつらいよ」
や演歌メドレー、「夜空ノムコウ」など誰もが聞い
たことのある曲目に来場者も手拍子を打つなどして
楽しんでいました。

手拍子を打ち楽しんだ第１回演奏会

　９月７日、水城公園市民広場で、第19回浮き城
のまち行田こどもまつりが開催され、多くの親子連
れでにぎわいました。
　けん玉づくりのコーナーでは、子供たちが紙コッ
プと新聞紙を使ってけん玉づくりに挑戦し、自分で
作り上げるとうれしそうに遊んでいました。また、
しおり作り、ブローチクラフト、バルーンアートな
どのものづくり体験のほか、大人気のミニＳＬの運
行が行われるなど、たくさんの笑顔があふれる催
しとなりました。

笑顔あふれる遊びが盛りだくさん

１ポイントごとに一喜一憂



　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
世
界
中
の

人
と
の
距
離
が
縮

ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
英
語
を
習

得
し
よ
う
と
い
う

人
が
増
え
て
い
ま

す
。
平
成
元
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
埼
玉
英
会
話
ク
ラ
ブ
は
、

埼
玉
公
民
館
で
月
３
回
火
曜
日
の
午
後
７
時
30

分
～
９
時
に
13
人
で
英
会
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
回
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
最
近
の
身
の
回
り

の
出
来
事
な
ど
を
発
表
し
合
い
ま
す
。
外
国
人

講
師
と
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
英
会
話

だ
け
で
な
く
外
国
の
文
化
に
つ
い
て
も
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
こ

の
他
に
も
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
年

６
月
に
、
外
国
人
観
光
客
向
け
の
東

京
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
す
べ
て
英
語
に
よ
る
ガ
イ
ド

な
の
で
、
飛
び
交
う
英
語
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
外
国
の
方

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
３
年
に
一
度
、
講

師
の
母
国
へ
行
く
と
い
う
同
ク
ラ
ブ

は
、
今
ま
で
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
に
腕
試
し
を
兼
ね
て
旅
行
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を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
の
夏
に
は
現

在
講
師
を
務
め
て
い
る
ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん
の
母
国

イ
ギ
リ
ス
へ
の
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
今
は
ト
ラ
ベ
ル
英
会
話
の
テ
キ
ス
ト

を
中
心
に
学
ん
で
お
り
、
来
年
に
向
け
て
皆
さ

ん
の
学
習
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

少
し
ぐ
ら
い
の
間
違
い
は
「
ノ
ー
・
プ
ロ

ブ
レ
ム
」。
正
確
な
言
い
回
し
に
こ
だ
わ
る
よ

り
も
、
知
っ
て
い
る
単
語
を
つ
な
げ
る
な
ど
し

て
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
重
要
だ
と
話
す
ジ
ェ

ニ
ー
さ
ん
。
皆
さ
ん
は
「
外
国
の
方
に
話
し
か

け
る
度
胸
が
つ
い
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
仲

間
と
の
『
和
』
を
大
切
に
し
な
が
ら
過
ご
す
時

間
が
楽
し
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。
同
ク
ラ

ブ
は
こ
れ
か
ら
も
英
会
話
の
魅
力
に
触
れ
な
が

ら
、
い
き
い
き
と
し
た
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

田
島
昭
子
☎
５
５
９―

１
７
４
３

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜楽しみながら学ぶ英会話〜

埼玉英会話クラブ

緑
町　
　

鈴
木
喜
久
女

秋
暑
し
激げ
き

辛か
ら

カ
レ
ー
屋
人
の
列

向
町　
　

斎
藤　

敏
行

亡
き
母
の
歳
ま
で
生
き
て
墓
参

行
田　
　

松
村　

照
子

小
太
鼓
は
子
等
が
頑が
ん

張ば

る
夏
祭
り

谷
郷　
　

高
橋　

保
子

露
草
の
藍
控
え
目
に
兵
の
墓

谷
郷　
　

増
山　

忠
男

一い
ち
え会
の
夜
友
と
屋
形
や
天
の
川

白
川
戸　

 

鈴
木　

都
子

ひ
と
と
き
の
雨
に
露
草
色
を
増
す

荒
木　
　

小
林　

康
男

古
墳
群
合
戦
の
如
威お
ど
し

銃
じ
ゅ
う

堤
根　
　

柴
田　

忠
二

真ま
こ
も菰

馬
作
り
し
子
等
の
目
の
光
り

城
西　
　

橋
本
ま
さ
子

霊た
ま

棚だ
な

に
真
菰
織
る
夫
恙つ

つ
がな
し

清
水
町　

 

菅
谷
実
津
湖

人
住
ま
ぬ
庭
に
乱
れ
て
萩
の
花

持
田　
　

太
田　

保
夫

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
喜
怒
哀
楽
や
花
木む

く
げ槿

私
の
作
品

俳
句
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長
年
、
茶
道
や
華
道
の
奥
義
に
取
り
組
み
続

け
、
指
導
者
と
し
て
伝
統
文
化
を
次
代
に
継
承

し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
の
が
和
田
に
お
住
ま

い
の
加
藤
洋
子
さ
ん
で
す
。

　

加
藤
さ
ん
が
茶
道
や
華
道
を
習
い
始
め
た
の

は
、
高
校
２
年
生
の
こ
ろ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

「
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
茶
道
や
華
道
が
あ
り
、

自
宅
で
教
室
を
開
い
て
い
た
先
生
が
講
師
と
し

て
来
て
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
が
祖
父
の
知
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
週
１
回
教
室

に
通
い
始
め
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
就
職

し
て
か
ら
も
教
室
に
通
い
続
け
、
20
歳
で
華
道
、

25
歳
で
茶
道
の
師
範
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
30
歳
の
こ
ろ
か
ら

先
生
の
推
薦
を
受
け
て
後
を
引
き
継
ぎ
、
母
校

で
30
年
間
学
生
た
ち
に
茶
道
の
魅
力
を
伝
え
て

き
ま
し
た
」
と
、
若
く
し
て
指
導
者
と
な
っ
た

加
藤
さ
ん
で
す
が
、
現
在
で
も
東
京
に
あ
る
教

室
へ
通
い
稽け
い

古こ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

星
河
公
民
館
の
華
道
ク
ラ
ブ
と
茶
道
ク
ラ
ブ

の
講
師
を
は
じ
め
、
最
近
で
は
子
供
た
ち
と
茶

道
を
通
し
た
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。「
今
、
茶
道
な
ど
の
伝
統
文
化
が
生
涯

学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
直
さ
れ
、
多
く
の
人

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
て
い
て
、

指
導
し
て
い
る
茶
道
ク
ラ
ブ
に
は
外
国
人
の

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
北
小
学
校
の
６

年
生
が
日
本
文
化
に
親
し
む
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
茶
道
体
験
で
も

講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
特
に
子
供
た

ち
に
は
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ

な
い
よ
う
歴
史
や
作
法
だ
け
で
は
な
く
、

会
話
の
中
か
ら
興
味
や
疑
問
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と

話
す
よ
う
に
、
子
供
た
ち
が
伝
統
文
化

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
と
継
承
者
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

和
室
の
な
い
家
が
多
く
な
り
、
日
本
特
有
の

和
を
感
じ
ら
れ
る
物
や
空
間
が
少
な
く
な
る
中

で
、
実
際
に
見
て
触
れ
て
体
験
し
な
け
れ
ば
、

日
本
文
化
の
良
さ
は
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
た
な
発
見
や
知
識
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
伝
統
文
化
を
さ
ら
に
多
く
の
人

に
経
験
し
て
ほ
し
い
と
話
す
加
藤
さ
ん
で
す
。

伝
統
文
化
の
良
さ
を
経
験
さ
せ
て
継
承

加
藤　

洋
子 

さ
ん
（
和
田
・
64
歳
）

旭
町　
　

大
川　

和
子

息
ひ
そ
め
羽う

化か

す
る
蝉
を
み
つ
め
お
り

荒
木　
　

藤
田　

栄
之

天
空
に
駒
嘶い
な
なく
や
奇
北
の
忌

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
平成19年12月生まれのお子さんを募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

締め切りは10月31日㈮です。
抽選会は11月4日㈫の午後1時30分市役所 203 会議室

阿
部  

麻ま

り

か
里
花
ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
雅
行
さ
ん　

母
・
忍
さ
ん

平
成
19
年
10
月
19
日
生
ま
れ

「
穏
や
か
で
元
気
な
女
の
子
に
♡
」

遠
藤　

姫ひ
め
の乃

ち
ゃ
ん（
南
河
原
）

父
・
弘
明
さ
ん　

母
・
友
香
里
さ
ん

平
成
19
年
10
月
29
日
生
ま
れ

「
我
家
の
天
使
♡
ポ
ニ
ョ
姫
で
す
」

梶
田　

陽ひ

な南
ち
ゃ
ん（
小
針
）

父
・
直
樹
さ
ん　

母
・
亜
実
さ
ん

平
成
19
年
10
月
８
日
生
ま
れ

「
カ
ジ
ー
ズ
ベ
イ
ビ
ー
誕
生
！
」

板
花　

更さ
ら
ね音

ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
正
彦
さ
ん　

母
・
美
枝
さ
ん

平
成
19
年
10
月
20
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
ね
」

正
能　

健け
ん
と人

ち
ゃ
ん（
真
名
板
）

父
・
公
二
さ
ん　

母
・
恵
子
さ
ん

平
成
19
年
10
月
29
日
生
ま
れ

「
元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
」

「はじめまして」にパソコンや携帯電話から応募ができます
詳しくは、市ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp/kouhou/hajimemashite/index.html（パソコンから）
または、http://www.city.gyoda.lg.jp/i/koho/hajimemashite.html（携帯電話から）をご覧ください。

『茗 荷』（絵手紙）
新井　蓉子（矢場）



　

今
年
も
忍
城
に
ま
つ
わ
る
歴
史
絵

巻
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
地
元
企
業
に
よ
る
即

売
会
「
浮
き
城
の
ま
ち
物
産
大
バ
ザ

ー
ル
」
を
は
じ
め
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
日
時　

11
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

市
役
所
、
忍

城
址
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近　

▼

問
い
合
わ
せ　

行
田
商
工
会
議
所

ま
ち
づ
く
り
課
樫
原
☎
５
５
６―

４
１
１
１

▼
展
示
期
間　

10
月
30
日
㈭
～
11
月

16
日
㈰　

▼
場
所　

郷
土
博
物
館 

▼
展
示
菊
花　

厚
物
、
管
物
、
福
助
、

ダ
ル
マ
、
盆
栽
、
懸
崖
な
ど　

▼
主

催　

行
田
市
、
行
田
市
菊
花
連
絡
協

議
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光

課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

11
月
９
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
正
午
ご
ろ　

▼
集
合
場
所　

水

城
公
園
市
民
広
場　

▼
コ
ー
ス　

水

城
公
園―

清
善
寺―

佐
間
天
神
社―

高
源
寺―

八
幡
神
社―

大
長
寺―

愛

宕
神
社―

長
久
寺―

久
伊
豆
神
社―

か
ら
く
り
時
計―

蓮
華
寺―

諏
訪
神

社―
郷
土
博
物
館―

浮
き
城
の
径み
ち―

水
城
公
園(
総
距
離
８
㎞) 

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生

以
上
）
※
小
学
生
は
保
護
者
ま
た

は
成
人
同
伴
と
す
る　

▼
参
加
費 

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
） 
▼
主
催 

行
田
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会　

▼

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈬
～
27
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
ま
た
は
中
央
公
民
館
、
各
地
域

公
民
館
（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

①
11
月
６
日
〜
20
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
３
回
）　

②
平
成

21
年
１
月
15
日
〜
29
日
の
毎
週
木
曜

日
（
全
３
回
）　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
１
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
調
理
実

習
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方　

▼
定
員　

各
12
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

１
回
５
０
０
円 

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

▼
そ
の
他　

①
②
両
方
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。 

▼
申
し
込
み　

10
月

20
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は

電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

11
月
５
日
㈬
午
前
８
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談

室　

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し

て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

11
月
12
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

☎
５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

10
月
19
日
㈰
午
後
１
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

長
崎
の
女
、
津
軽

の
花
、
青
い
山
脈
、
越
後
獅
子
の

唄
、
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー 

ほ
か　

▼

入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

熊
谷
ひ
ろ

み
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
す
。 

▼
主
催　

行
田
市
大
正

琴
連
盟　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
連
盟
大
澤
宅
☎
５
５
６―

５
０
８
５

　

プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
の
生
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
21
日
㈫
午
前
10
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演　

上
野
直
（
ベ

ー
ス
）、
熊
本
泰
浩(

ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス)

、
松
本
全
芸
（
ピ
ア
ノ
）、

田
中
正
志(

ド
ラ
ム
ス)

、
池
田

聖
子(

ボ
ー
カ
ル) 

▼
入
場
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
館
☎
５
５
３―

１
４
１
５

26
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第
29
回
行
田
商
工
祭
・

　
　

   

忍
城
時
代
ま
つ
り

 

第
20
回
大
正
琴
演
奏
会

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

 

高
齢
者
そ
ば
教
室

 

第
34
回
行
田
市
菊
花
展

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

  

～
忍
城
ゆ
か
り
の
地
コ
ー
ス
～

 

不
動
産
無
料
相
談

 

行
政
書
士
無
料
相
談

も
ち
だ
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
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▼
日
時　

11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

▼
場
所 

も
の
つ
く
り
大
学　

▼
テ
ー
マ 

「
彩
」
ｓ
ａ
ｉ
〜
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
〜 

▼
内
容　

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
な
ど

の
展
示
、
ラ
イ
ブ
演
奏
、
も
の
づ
く

り
体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
模
擬

店
、
ビ
ン
ゴ
大
会
ほ
か　

▼
主
催 

第
８
回
も
の
つ
く
り
大
学
碧
蓮
祭
実

行
委
員
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
実

行
委
員
会
☎
０
８
０―

５
８
７
３―

３
４
３
６

▼
日
時　

11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▼
場
所 

も
の
つ
く
り
大
学　

▼
内
容　

楽
し

い
竹
と
ん
ぼ
教
室　

▼
対
象　

市
内

の
小
学
生
以
上
の
方　

▼
定
員　

各

日
１
０
０
人　

▼
費
用　

３
０
０
円 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大

学
☎
５
６
４―

３
８
１
９

▼
日
時　

11
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大

27
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も
の
つ
く
り
大
学
学
園
祭

　
　
　
　
　
　

  

碧
蓮
祭

学
中
央
棟
Ｃ
１
０
２
０
大
講
義
室 

▼
演
題　

戦
い
は
最
後
の
５
分
間
に

あ
る　

▼
講
師　

矢
内
理
絵
子
さ

ん
（
女
流
棋
士
〈
女
王
・
女
流
名

人
〉、
行
田
市
観
光
大
使
） 

▼
定
員 

２
０
０
人
（
先
着
順
） 

▼
受
講
無
料 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大

学
☎
５
６
４―

３
８
１
９

▼
日
時　

11
月
１
日
㈯･

２
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～　

▼
場
所　

も
の
つ

く
り
大
学　

▼
対
象　

市
内
の
小
学

生　

▼
費
用
無
料　

▼
そ
の
他　

10

月
25
日
㈯･

26
日
㈰
に
工
作
教
室
を

開
催　

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育

課
☎
５
５
６―

８
３
１
６

▼
日
時　

11
月
１
日
㈯･

２
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～　

▼
場
所　

も
の
つ

く
り
大
学　

▼
対
象　

市
内
の
小
学

校
高
学
年
以
上
の
方　

▼
費
用
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎
５
６
４

―

３
８
１
９

▼
日
時　

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校（
埼

玉
４
７
５
８
） 

▼
内
容　

各
種
園
芸

教
室
、
花
の
即
売
会
、
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ー　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
☎

５
５
９―

１
１
８
７

▼
日
時　

11
月
20
日
㈭
～
23
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

加
須
市

民
体
育
館
（
加
須
市
大
字
下
三
俣

５
９
０
） 

▼
種
目　

絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
写
真　

▼
出
品
資
格 

県
北
の
各
市
町
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
（
高
校
生
以
上
）
の
方　

▼
出
品

料　

一
点
に
つ
き
３
千
円
（
搬
入
時

に
納
入
） 

▼
搬
入　

11
月
16
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
搬
出　

11

月
23
日
㈰
午
後
４
時
～
７
時　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
美
術
展
実
行
委
員
会

事
務
局
（
加
須
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
内
・
☎
０
４
８
０―

６
２―

１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

▼
日
時　

11
月
16
日
㈰
午
後
４
時

10
分
～
５
時
10
分　

▼
場
所　

ベ

ル
ヴ
ィ
・
ア
イ
ト
ピ
ア
（
持
田

２
７
９
２
） 

▼
演
題　

大
企
業
誘
致

と
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
て　

▼
講
師　

津
久
井
幹
雄
さ
ん

（
寄
居
町
長
） 

▼
定
員　

80
人
（
先

着
順
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

熊

高
同
窓
会
行
田
支
部　

▼
後
援　

行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
商
工
会

議
所　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

渡
邉
株
式
会
社
☎
５
５
６―

３
１
４
８
※
月
～
金
曜
日
の
み

▼
日
時　

10
月
26
日
㈰
午
後
０
時
30

分
～
４
時
50
分　

▼
場
所　

教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　

▼
特
別
出
演　

西
川
扇
藏
さ
ん

（
西
川
流
十
世
宗
家
・
人
間
国
宝
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

扇
由
女
会 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

西
川

宅
☎
５
５
６―

３
２
４
５

▼
日
時　

11
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

図
書
館

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

▼
内
容 

「
不
都
合
な
真
実
」
の
上
映
と
市
の

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み　

▼
定

員　

80
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無

料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

中
村
宅
☎
５
５
４―

１
１
６
７

 

西
川
流
日
本
舞
踊

　

 　

  

第
11
回
扇
由
女
会

行
田
市
民

お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
⑥

 

も
の
つ
く
り
大
学

   

市
民
特
別
公
開
講
座

 

マ
ン
ガ
ン
カ
ー
レ
ー
ス

　
　
　
　
　

  

体
験
教
室

 

第
51
回
県
北
美
術
展

 

折
り
紙
建
築
教
室

大
企
業
誘
致
と
住
み
や
す
い

 

町
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会 

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

 

第
１
回
公
開
学
習
会

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

文
花
祭



▼
日
時　

11
月
９
日
㈰
午
前
８
時

受
付　

午
前
８
時
15
分
開
会
（
雨

天
の
場
合
は
16
日
㈰
） 

▼
場
所 

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か 

▼
種
目　

一
般
男
子
、
一
般
女
子 

▼
試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式　

▼
参
加
費　

１
ペ
ア　

１
千

円
（
一
般
）、
６
０
０
円
（
高
校

生
、
中
学
生
）
※
大
会
当
日
徴
収 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10

月
25
日
㈯
ま
で
に
申
込
用
紙
を
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
行
田
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
間
庭
経
之
宅
☎

０
９
０―

１
１
０
５―

２
５
７
１

【
郵
送
】
〒
３
６
１―

０
０
２
３

行
田
市
長
野
１
０
４
５
【
Ｅ
メ
ー

ル
】jk@

w
ine.plala.or.jp

※
申

込
用
紙
は
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。http://w

w
w

.g
eocities.

jp/gyoudasofttennis/

▼
日
時　

11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ　

▼
種
目　

団
体
戦
○
男
子
１

部
・
２
部
（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
方
式
）
１
チ
ー

ム
３
人　

○
女
子
１
部
・
２
部
（
Ｘ

Ｙ
Ｚ
方
式
）
１
チ
ー
ム
３
人　

※
学

生
は
男
女
各
３
チ
ー
ム
ま
で　

▼

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
千

円　

学
生
１
千
５
０
０
円　

※
連
盟

未
登
録
者
２
千
５
０
０
円　

▼
主
催 

行
田
市
卓
球
連
盟　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

11
月
５
日
㈬
午
後

７
時
ま
で
に
郵
送
・
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
連
盟
事
務
局
田
島
直

也
宅
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行

田
市
小
針
２
５
８
５
）
☎
５
５
９

―

３
７
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

11
月
１
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分　

▼
場
所　

県

立
行
田
養
護
学
校
（
長
野
４
２
３
５
） 

▼
内
容　

学
習
発
表
、
作
品
展
示
、

模
擬
店
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

校
教
頭
岡
村
☎
５
５
４―

３
３
０
２

　

身
近
な
人
の
結
婚
の
支
援
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。参
加
条
件
や
定
員
、

会
費
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

15
日
㈯
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
彩
の
さ
と
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
荒
木
☎

５
５
４―
０
１
６
２（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

28

広告

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,１６９人　　男４３,４２７人　　女４３,７４２人　　世帯数３２,２２３世帯
（平成２０年９月１日現在）　  ８月中の異動　出生４９人　転入等１４６人　死亡５３人　転出等２１５人

▼
日
時　

11
月
16
日
㈰
午
前
８
時
45

分
受
付　

午
前
９
時
開
会　

▼
場
所 

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
競
技

方
法　

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

※
参
加
者
数
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ

り　

▼
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
４
部
門

【
小
学
生
の
部
】【
中
学
生
の
部
】
学

年
別
【
一
般
男
子
】
１
部
（
上
級
）、

２
部
（
中
級
）、
３
部
（
初
級
）【
一

般
女
子
】
１
部
（
上
級
）、２
部
（
中

級
）、
３
部
（
初
級
） 

▼
参
加
資
格 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
バ

第
36
回

 
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者　

▼
参
加

費　

小
・
中
学
生
１
組
５
０
０
円
、

一
般
１
千
５
０
０
円
※
当
日
不
参
加

の
場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　

▼

そ
の
他　

シ
ャ
ト
ル
（
第
２
種
検
定

以
上
の
合
格
球
）
は
各
自
持
ち
寄
り 

▼
主
催　

行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
31
日
㈮
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
笠
原
享
子
宅

（
〒
３
６
１―

０
０
５
４
行
田
市
城

南
３―
24
）
☎
５
５
６―

０
４
６
３

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）
※
問
い
合
わ
せ
は

午
後
１
時
以
降

 

第
45
回
会
長
杯
争
奪

　
　

  

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

 

行
田
市
民
卓
球
大
会

　
　
　
　

 
秋
季
団
体
戦

 

行
養
ま
つ
り

 

結
婚
支
援
事
業
会
員

▶日　　時　11 月 23 日（日）午前８時受付　午前８時 30 分開会
▶場　　所　総合公園および周辺周回コース
▶種目・参加資格　【地区体協の部】各地区体協並びに該当地区

に在住の方（学生、生徒を除く）【一般の部（男・女）】16 歳
以上（高校生を除く）で健康な方【高校の部（男・女）】高校
生　【中学の部（男・女）】中学生　【小学生の部（男・女）】市
内の小学校に在学または市内スポーツ団体に所属している小
学４年生以上

▶競技方法・距離　【一般男子、高校男子・女子、中学男子・女
子】１人 3,090 ｍの５区間継走【一般男子・女子、地区体協、
小学生】１人 1,150 ｍの５区間継走※ただし、小学生の部の
第１区は 1,200 ｍ

▶参加規定　１チーム正選手５人、補欠２人
▶参 加 費　１チーム 1,000 円（保険料など）※申込時に納入のこと
▶主　　催　行田市体育協会
▶共　　催　行田市、行田市教育委員会、( 財 ) 行田市産業・文化・

スポーツいきいき財団
▶申し込み・問い合わせ　10 月 31 日（金）までに申込書と

参加費を行田グリーンアリーナ窓口またはスポーツ振興課
（産業文化会館３階）☎５５６―８３３６

第52回“浮き城のまち行田”
駅伝競走大会参加チーム



■2008.10.１  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
期
日　

10
月
11
日
㈯
～
13
日
㈪ 

▼
内
容　

①
古
代
蓮
の
里
売
店

で
、
お
得
感
い
っ
ぱ
い
の
ワ
ン
コ

イ
ン
セ
ー
ル
（
５
０
０
円
）
を
行

い
ま
す
。 

②
古
代
蓮
会
館
有
料

入
館
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を

進
呈　

③
古
代
蓮
う
ど
ん
店
で
う

ど
ん
を
注
文
さ
れ
た
方
に
ゆ
で
た

ま
ご
を
１
個
サ
ー
ビ
ス　

▼
そ
の

他　

各
施
設
と
も
営
業
時
間
は
通

常
ど
お
り
で
す
。

▼
日
時　

11
月
８
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会

徴
収
） 

▼
申
し
込
み　

10
月
15
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー

２
階
窓
口
に
て
（
電
話
受
け
付
け

は
午
前
９
時
30
分
～
）

▼
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
前

９
時
～
10
時  

▼
場
所　

行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ  

▼
内
容  

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま

す
。 

▼
対
象　

小
学
校
１
年
生 

～
４
年
生　

▼
月
会
費　

２
千
円 

▼
申
し
込
み　

同
館
窓
口
に
て
随

時
受
け
付
け
※
電
話
予
約
可

▼
日
時　

10
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で
） 

▼
場
所　

行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
） 

▼
内
容　

市
内
の
児
童

の
絵
画
・
書
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
作
業
内
容　

除
草
作
業
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
、
利
用
者
対
応
な
ど 

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
週
３
日
程
度
※
土
・

日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
繁
忙
期
は

多
少
前
後
あ
り　

▼
募
集
人
員 

若
干
名　

▼
時
給　

９
０
０
円 

▼
対
象　

造
園
業
経
験
者
、
そ
の

他
刈
払
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

使
用
経
験
の
あ
る
方　

▼
申
し
込

み　

10
月
５
日
㈰
～
19
日
㈰
に
履

歴
書
持
参
の
う
え
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
窓
口

広告

29
市県民税・・・・・・・・・３期　　　介護保険料・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・・・・４期　　　納期限・・・・・１０月３１日（金）

今月の納税

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

館
研
修
工
作
室　

▼
講
師　

テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
教
員　

▼
対
象　

成
人　

▼
定

員　

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

３
千
円
（
保
険
料
・
材
料
代
） 

▼

申
し
込
み　

10
月
18
日
㈯
午
後
２

時
か
ら
同
館
窓
口
に
て

▼
日
時　

10
月
21
日
～
11
月
18
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
５
回
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分　

▼
場
所 

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場 

▼
内
容　

パ
ワ
ー
ヨ
ガ
で
、
代
謝

の
促
進
、
集
中
力
の
強
化
、
ス
ト
レ

ス
解
消
を
目
指
し
ま
す
。 

▼
対
象  

成
人  

▼
定
員  

40
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
円　

▼
申
し
込

み　

10
月
14
日
㈫
午
後
１
時
か
ら

同
館
窓
口
に
て
（
一
人
一
件
）

▼
日
時　

11
月
11
日
～
25
日
の
毎

週
火
曜
日
（
全
３
回
）
午
前
11
時

～
正
午　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
４
０
５
研
修
室　

▼
対
象 

成
人　

▼
定
員　

15
人
（
先
着

順
） 

▼
内
容　

畳
の
上
で
手
軽
に

で
き
る
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
美
脚

体
操
を
学
び
ま
す
。 

▼
参
加
費 

５
０
０
円
（
保
険
料
込
み
、
当
日

　
　
　

 

子
ど
も
文
化
祭

　
　
　

秋
の
感
謝
祭

　
　
　

 

秋
の
寄
せ
植
え

パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室　

参
加
者

　
　
　
　

ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
　

～
骨
盤
d
e
ダ
イ
エ
ッ
ト
美
脚
体
操
～

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員

　
　
　

  

総
合
公
園
内
作
業
員

上　映　日 作　品　名 時間
（分）

10 月18 日（土） シンドバッドの冒険 45

10 月19 日（日） キッズ おさかなスペシャル 30

10 月 25 日（土） おやゆび姫 45

10 月 26 日（日） キッズ わくわく！恐竜大冒険 30

11月 9 日（日） フランケンシュタイン 45

11月15 日（土） キッズ こんちゅうスペシャル 60

11月16 日（日） シンドバッドの冒険 45

▶上映時間　午前 11 時～、午後 2 時～
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人 400 円、小人 200 円） 
　　　　　　が必要です。

古代蓮会館ＤＶＤ上映会



　

10
月
20
日
が
「
近
代
化
遺
産
の
日
」
で
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
日
は
、
毎
年
全
国
的

に
近
代
化
遺
産
の
一
斉
公
開
事
業
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
も
「
足
袋
蔵
め
ぐ
り
」
が
開
催
（
15

ペ
ー
ジ
参
照
）
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
足

袋
蔵
め
ぐ
り
」
で
訪
れ
る
予
定
の
国
登
録
有
形
文
化
財

十
万
石
ふ
く
さ
や
行
田
本
店
店
舗
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

国
道
１
２
５
号
線
（
日
光
脇
往
還
）
に
面
し
た
同

店
舗
（
行
田
20―

15
）
は
、
も
と
も
と
呉
服
商
山
田

清
兵
衛
商
店
の
店
舗
と
し
て
明
治
16
年（
１
８
８
３
）

７
月
16
日
に
棟
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
田
清
兵

衛
商
店
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
文
政
６
年

（
１
８
２
３
）
に
は
既

に
こ
の
地
で
呉
服
商
を

営
ん
で
お
り
、
江
戸

時
代
末
ご
ろ
の
店
先

の
様
子
が
、
天
保
12
年

（
１
８
４
１
）
に
東
松

山
市
の
箭や
き
ゅ
う久

稲
荷
神
社

に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
店
蔵
を
建
設
し

た
の
は
第
11
代
山
田
清

兵
衛
（
伊
三
郎
）
で
、

棟と
う
り
ょ
う梁
高
橋
重
吉
を
中

心
に
小
林
茂
十
郎
と
金

子
七
五
郎
が
建
築
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
建
物
は
間
口
７
・
９
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
12
・
７
メ
ー
ト
ル
、
土
蔵
造
り
２
階
建
で
、
正

面
２
階
の
壁
に
観
音
開
き
扉
が
３
カ
所
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
屋
根
は
切
妻
Ｔ
字
型
で
、
大
振
り
の
鬼
お
に
が
わ
ら瓦

を
軒
に
載
せ
て
い
ま
す
。
以
前
ご
紹
介
し
た
忠
次
郎

蔵
や
今
津
印
刷
所
と
は
異
な
る
完
全
な
土
蔵
造
り

で
、
屋
根
や
正
面
２
階
の
窓
の
形
も
そ
れ
ら
と
は
異

な
る
行
田
で
は
珍
し
い
江
戸
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら

れ
る
重
厚
な
店
蔵
で
す
。

　

こ
の
店
蔵
は
、
昭
和
27
年
に
青
柳
合
資
会
社
の
足

袋
原
料
倉
庫
（
足
袋
蔵
）
と
な
り
、
昭
和
44
年
に
は

国
道
の
拡
張
に
伴
っ
て
数
メ
ー

ト
ル
後
ろ
へ
曳ひ
き

屋や

さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
契
機
に
株
式
会
社

十
万
石
ふ
く
さ
や
の
店
舗
と
な

り
、
昭
和
53
年
に
倉
敷
の
蔵
を

模
し
て
新
た
に
生な
ま
こ子
壁
を
備
え

る
な
ど
の
大
改
装
が
さ
れ
ま
し

た
。
蔵
を
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
生

か
し
た
再
活
用
例
と
い
え
ま
す
。

　

行
田
を
代
表
す
る
ま
ち
の
歴

史
的
景
観
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
店
蔵
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
19
年
10
月
２
日
に
国
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。「
近
代
化
遺
産
の
日
」に
、

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

　いちじくは、カリウムやペクチンをはじめとした食物繊維を比較的多く含みます。
そのため高血圧や動脈硬化の予防、また便秘改善が期待できます。またタンパク質分
解酵素（フィシン）を含むので、食後に生で食べると消化を促します。
　このワイン煮は甘味が強いので、酸味のあるプレーンヨーグルトとともに食べると
よりおいしくいただけます。残った汁は、ゼラチンや寒天で冷やし固めてもよいでしょ
う。季節の果物にちょっと手を加えて、豊かな秋の恵みを楽しみましょう。

材料（10 個分）
いちじく…中10 個（約 400g）　Ａ【赤ワイン…500ml　砂糖…200g】　レモン（輪
切り）…半個分
＜一人分の盛り付け目安＞
・いちじくの赤ワイン煮…１．５個分
・プレーンヨーグルト…大さじ 4

作り方
①いちじくは熱湯にさっとくぐらせ冷水に取り、へたの方から薄く皮をむく。（好み

で皮はむかなくてもよい）
②鍋にＡを入れ、強火で煮立てアルコール分を除く。砂糖が溶けたら①とレモンを

入れ、紙の落し蓋をして弱火で７～８分煮て、そのまま冷やす。※きれいな色に
仕上げるためには、ホーロー・ガラス・ステンレス製の鍋がよいでしょう

③あら熱がとれたら容器に移し、冷蔵庫で保存。ヨーグルトとともにいただく。

… ち ょ っ と お し ゃ れ に …
い ち じ く の 赤 ワ イ ン 煮

栄養成分（１人分）
エネルギー155kcal　たんぱく質2.5g　脂質1.8g 
炭水化物27.3g　食塩相当量0.1g　食物繊維1.6g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成20年 10月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。
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